
富山県 学校種 小学校都道府県名

総合的な学習の時間 該当領域 情報担当する教科等

情報基礎教授内容

主婦・市ＩＴ講習会講師等講師の職業等

実施期間 平成１５年１０月１４日～平成１６年２月１７日

対象学年 ３・４・５・６年

合計授業時間数 ４０時間 （ 毎週火曜日３時間 ）

１ 目的・経緯,
本校は、各学年およそ２人に１台のコンピュータが配置されている。教科の時間や総合

的な学習の時間にコンピュータを活用しているが、専門的な知識や技能をもつ教員がいな

いため、一人一人の児童の実態に応じた指導が難しく、非常勤講師を市に要請した。この

要請により、市のＩＴ講習会講師で、児童の教育にも協力的な特別非常勤講師を市教委の

紹介でお願いすることになった。

２ 具体的教授内容・活動実績,
学習したことが他教科の学習や日常の生活に生かすことができるように工夫して、各学

年、下記のような内容を取り上げた。内

３学年（計１３時間）

・文字入力（２時間） ・招待状作成（１時間） ・名刺作り（３時間）

・年賀状作成（２時間） ・イラストの挿入（２時間） ・賞状作成（３時間）

４、５学年（複式、計１３時間）

・名刺作り（３時間） ・絵の描き方（２時間）

・ホームページの作成（２時間） ・メールの送り方（１時間）

・スキャナーでの写真の取り込み方（２時間） ・カレンダー作り（３時間）

６学年（計１４時間）

・写真の挿入（３時間） ・絵の描き方（２時間）

・年賀状作成（３時間） ・ホームページの作成（４時間）

・インターネットによる検索（２時間）

容

３ 教科担任・学級担任との分担方法,
教授内容は学級担任と講師が総合的な学習の時間の指導計画に基づき、児童の実態を考

慮し決定した。

授業では講師が児童に１時間の学習内容を知らせたり、操作の仕方を教えたりして学習

を進めた。学級担任は理解の遅い児童に対して援助するなど、講師の補助をする役目をし

た。

４ 効果・課題,
一人一人のコンピュータ操作技能が高まり、児童も楽しみながら学習に取り組むことが

できた。また、習得した技能を使って、社会科や理科の授業の調べ学習や発表等に生かし

ていた。教員も講師とともに指導するなかで、コンピュータ操作技能を習得したり、指導

方法を見直したりすることができた。

課題としては次の時間の教授内容や指導方法等について、講師と相談する時間が十分に

取れないことが挙げられる。

５ その他,



高知県 小学校都道府県名 学校種

総合的な学習の時間 人権（福祉）、絵画指導担当する教科等 該当領域

障害者理解と交通安全、絵画指導教授内容

無 職講師の職業等

平成１５年６月２３日～平成１５年６月３０日実施期間

４・５・６年対象学年

６時間 火曜日・木曜日・金曜日の各２時間合計授業時間数 （週コマ数）

1,目的・経緯

本校は平成１１年度より３年間、高知県社会福祉協議会の福祉活動推進校に

指定され、福祉教育の推進に取り組んできました。講師は、平成３年６月に交内

通事故を起こし、下半身及び両手麻痺となり、現在車椅子での生活をしていま

す。交通事故がきっかけでこれまで全く縁のなかった絵筆をとるようになり、

市展で数々の賞を受賞し個展を開催するまでになっています。

交通事故の恐ろしさや障害者理解、絵画指導など総合的な学習効果を期待し

て授業をしていただくことにしました。

2,具体的教授内容・活動実績

授業の前に、教員のサポートのもと、玄関から車椅子に乗った講師を二階

の教室まで抱えていきました。この時から子どもたちは講師に関心を示し、親

近感もでてきました。

授業は、担任の講師紹介で始まり、講師が交通事故を起こした時の様子、車

、 、椅子の生活になってから現在までの心の軌跡 絵を描くようになったきっかけ

交通事故の恐ろしさ、障害者の気持ちや願いなどを話してもらいました。

その後、子どもの質問に応えるかたちで懇談し、絵の指導をしてもらいまし容

た。画題は講師が好んで描く野の草花で、画用紙は使わず小さな色紙を使いま

した。講師は車椅子で机間巡視をしながら指導し、絵が完成すると、額に入れ

作品の批評と鑑賞を行いました。

3,教科担任・学級担任との分担方法

担任は、講師と打ち合わせを行い、子どもたちへの事前指導をしました。そ

して子どもたちと一緒に草花ややまももの実を採取しました。授業では講師紹

介のあと、子どもへの指導は講師が行い、担任は子どもたちを支援しました。

4,効果・課題

本校では、障害者を理解する学習として、この他に聴覚障害者、視覚障害者

の話を聞いたり、福祉施設や老人施設の訪問を実施しています。こうした活動

により、障害者理解も深まり自然に交流できるようになりました。

課題は、理解度に応じて、どの学年でどんな学習をさせるのかという数年単

位の学習計画をしっかり立てて実施することです。



高知県 小学校都道府県名 学校種

総合的な学習の時間 人権担当する教科等 該当領域

人々の生き様に学ぶ（人権・部落問題学習）教授内容

無職講師の職業等

平成１５年１１月４日～平成１５年１１月２８日実施期間

５年生（２時間 、６年生（２時間）対象学年 ）

４時間 ２合計授業時間数 （週コマ数）

1,目的・経緯

様々な人権問題のなかで、今なお残る部落問題における核心指導の一環とし

て、部落差別と闘ってきた講師との出会いを通して、人権・部落問題に豊かな

出会いをさせる。また、講師の生き様にふれることで、子どもたちに、不合理内

を許さない、差別に負けない態度を身につけさせる。

2,具体的教授内容・活動実績

５年生では、幼少の頃から家業として常に向き合ってきた竹細工での体験

を語ってもらうことで、講師のたくましい生き方、生き様に学ぶ。

６年生では、人権・部落問題の「識字学級」の学習後、現在も識字学級で学

ぶ講師のお話を聞き、差別の現状を知るとともに講師の生き様に学ぶ。

3,教科担任・学級担任との分担方法

学級担任が人権・部落問題に対する事前学習を行い、講師との出会いにつなげ

る。

事後指導としては、講師から学んだことをまとめ、今後のあらゆる人権学習につな

げていく。

4,効果・課題

机上の学習だけでなく、現実に差別の中で闘う講師の生き方や願いを目の前容

にし、部落問題が今そこにあるものとして、子どもたちは身近なものとしてと

らえることができた。また、子どもたちだけでなく指導者側も、差別の現実を

自分自身のこととして再認識することができた。

講師との出会いだけでなく、人々との豊かな出会いをどう組織し、学習につ

なげていくのか、学校としての人権学習全体計画を、より深く吟味する必要性

を感じる。

5,その他

読み物や資料等を活用するだけではなく、様々な人々と実際に出会い、その

生き様から学ぶことは、体験の少ない子どもたちにとって、貴重な学習の場面

となる。

今後も特別非常勤講師派遣事業等を活用することで、豊かな出会いを組織し

ていきたい。



都道府県 福島県 学校種 小学校

担当する教科等 総合的な学習の時間 生活 該当領域 環境

教授の内容 猪苗代湖の水環境学習 白鳥観察会

講師の職業等 団体職員（学芸員） （５５歳）

実施期間 平成１５年 ７月 ５日～平成１６年 ２月２８日
対象学年 第５学年、 第１・２・３学年（白鳥観察会のみ）
合計授業時間数 １７時間

１ 目的・経緯
本校は北に磐梯山がそびえ、南に猪苗代湖が広がる風光明媚な場所に位置している。その

自然環境を学習に生かす目的で、平成１３年度より第５学年を中心に「総合的な学習の時間」
（○○タイム）の中で、猪苗代湖及びその周辺の河川（磐梯山エリア）の水環境に焦点を当
て、環境保全・自然愛護の取り組みを実践することにした。そこで、地域の環境に詳しく、
更に専門的な知識を有する指導者が必要となった。

講師は本校の卒業生で、永年「白鳥おじさん」として白鳥の保護に努め、猪苗代の自然に
詳しく、以前より「白鳥観察会」やスキーの講師を依頼していた。水質調査の仕方や動植物
の生態等の専門的な知識を有し、更に自然を守り、地域を愛する活動も実践され、本校の活
動の支援には正に適した人物として指導を依頼することにした。

２ 具体的教授内容・活動実績
（１）猪苗代湖及び周辺河川の現状と水環境の講話

生活排水による水質汚濁の状況、観光客・行楽客によるゴミ問題、森林の伐採による河
川の変化等、猪苗代湖周辺の現状についての講義を行い、導入部における課題設定の場面
に活用した。

内 （２）水質検査と水生生物調査の実施
猪苗代湖と河川の水質（透明度、ｐＨ、ＣＯＤ等）検査や水生生物調査の仕方を教授し、

年３回調査を実施して、その変化から、児童に現状理解と環境保全の意識を植え付けた。
（３）水質浄化植物（アサザ～猪苗代湖固有植物）の栽培・移植

アサザの持つ特性についての指導、栽培方法や猪苗代湖への移植（場所、時期等）を支
援し、水質浄化活動の実践を行った。

（４）白鳥観察会の実施
白鳥観察会の指導者として、白鳥の生態や住む環境を指導し、児童に、自然のすばらし
さを感じ取らせるとともに、水質との関係に気づき、人間と自然との共存の問題に目を
向けさせた。

３ 教科担任・学級担任との分担方法
（１）担任

活動のねらい・内容・方法の提示、活動における個別支援・援助、まとめ段階の指導、
容 児童の安全管理、用具の諸準備、関係機関との連絡・調整等を担当する。

（２）講師
活動方法の提示、内容・方法の説明、実技指導等、専門性を必要とする内容の指導を担

当する。

４ 効果・課題
（１）薬品を使用した水質検査の方法、水生生物の統計による汚濁状況の変化、比較による分

析方法等、児童の科学的な思考力が育ってきた。
（２）地域をよく知る講師による指導なので、図書や資料にないタイムリーな話題の提供もあ

り、自分たちの住む地域の自然環境に大きな興味・関心を持つようになり、自主的・主体
的な取り組みが増えてきた。

（３）日頃目にしない白鳥の産卵場所やアサザが生育している場所の見学を通して、あらため
て地域の良さについて意識し、自分たちの住む環境を大切にする心が育ってきた。

（４）事前に担任と講師で打ち合わせを行って活動しているが、時として授業のねらいと活動
のずれが生じることがあり、事前打ち合わせの重要性を感じる。

（５）この学習によって身に付けた課題意識をもつ力や自分で解決していこうとする力を、教
育活動全般にどう生かしていくかが課題としてあげられる。



 

都道府県名 愛知県 学校種 小 学 校 

担当する教科等 総合的な学習の時間 該当領域 環境教育 

教授内容 池作りプロジェクト 

講師の職業等 無 職 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

容 

 
実施期間 平成１５年６月１１日 ～ 平成１６年２月２７日 

対象学年 ４・５・６年生（池プロジェクトの希望者） 

合計授業時間数 年間１８時間 （原則隔週１時間） 

 

１ 目的・経緯 

本校では、平成１３年度から、環境教育の一環として、手作りのビオトープ建設を行って

いる。平成１４年度から、愛知県で特別非常勤講師配置事業が始まると同時に希望を出し、

ビオトープ建設の講師を依頼した。氏は、朝早くから、一人で地域の環境美化活動を行って

おり、子供たちもよく知っている人物であった。長年、地域の美化活動に取り組んできた氏

の話を聞いたり、一緒に作業を行ったりすることで、児童が自分たちのまわりの環境に目を

向け、より良い環境作りをしようという意識を持つことを期待した。 

 

２ 具体的教授内容・活動実績 

平成１５年度は、６月１１日から平成１６年２月２７日までの間に、１０回（原則隔週１

回、年間１８時間）活動を行った。 

  主な活動内容は次のとおりである。 

 ○ 氷池作り（冬に氷遊びをする場所） 

 ○ 給水パイプの埋設作業 

 ○ 展望台の基礎作り 

 

３ 教科担任・学級担任との分担方法 

池作りプロジェクトは、５つに分かれた萩山タイムプロジェクトの一つである。担当は４

年生以上の学級担任、校長、教務主任、校務主任、専科教員の９名で、一つのプロジェクト

に１名ないし２名の教員がついて活動を行っている。 

講師には、池作りプロジェクトで指導にあたっていただいた。 

 

４ 効果・課題 

１４年度から継続して講師を依頼し、活動に参加していただいた。児童たちは、講師の率

先垂範の姿勢に接し、勤労の意欲が向上した。また、自分たちのまわりの環境をよりよくし

たいという意識が芽生え、次は、こんなものを作りたいという、目的意識を持った取り組み

ができるようになってきた。 

 

５ その他 

講師は７０歳と高齢であり、体調も良くないため、１６年度は講師を辞退されたが、ビオ

トープの整備は今年度も続いており、年度末までに、展望台を完成させる予定である。 



和歌山県 小学校都道府県名 学校種

総合的な学習の時間 伝統芸能担当する教科等 該当領域

歌舞伎芝居教授内容

自営業講師の職業等

平成１５年 ６月 ２日～平成１５年 ９月２９日実施期間

２～６年対象学年

５ 毎週月曜日第６限合計授業時間数 （週コマ数）

1,目的・経緯

校区には、二百有余年の伝統を誇る県無形民俗文化財指定の「二川歌舞伎芝居」

が代々受け継がれ残っていた。しかし、過疎化が進み後継者不足で、上演するのが困

難な状況に陥っていたのを、是非子どもたちに受け継いでもらおうと、二川歌舞伎保内

存会、育友会、学校の三者で「子ども二川歌舞伎育成会」を結成し、平成元年度より

教育活動に導入した。

児童一人ひとりに生きる力と豊かな心を育成するため、毎年行われている「子ども歌

舞伎『寿式三番叟』発表会」に向けて、伝承活動を展開している。

2,具体的教授内容・活動実績

「寿式三番叟」は、 「姫の舞」 「鶴の舞」 「鈴の舞」の三部からなり、三味線・太鼓・鼓・

横笛・拍子木・謡・語りにのって、三階松の舞台を背景に豪華絢爛に演じられる。その

役割分担については、１０月の発表会が終わると６年生が来年度の配役を決め、練習

を開始する。

講師は、二川歌舞伎保存会で二十数年、歌舞伎芝居の指導にあたっておられ、芝

居のメイクの専門家でもあるので、学校はたいへん頼りにしている。夏休みに入ってか

らは夜間練習も設定し、講師以外に保存会の方々からも、熱心できめ細やかな指導を

受け、地域・保護者・学校が一丸となった活動が展開されている。これまでに、地域の

発表会以外に県内外のイベントに協力出演を幾度もしている。

容

3,教科担任・学級担任との分担方法

各パートの担当者となった教師は、練習指導上のポイントを講師より学び、児童一

人ひとりに応じた支援・補助活動を行う。講師は、主に「姫の舞」の指導に当たる。

4,効果・課題

自ら演じることで、より深く文化のすばらしさを体得することができた。また、一つのこ

とを追求する中でねばり強く問題を解決していく力や仲間と共に協力共同していくこと

の大切さを身に付けてきた。そして、多くの人との出会いや交流を通して、郷土に対す

る誇りと愛着心が強まったと言える。課題としては、児童数が減少するなかで子どもた

ちの負担が大きくなることや講師の派遣回数が少ないことなどが挙げられる。

5,その他

今後は、一層地域の人々に伝統文化伝承の意義を発信していき、地域の文化活動

センターとしての学校の果たす役割を十分に高めていきたい。



熊本県 小学校都道府県名 学校種
総合的な学習の時間 伝統芸能担当する教科等 該当領域
神楽教授内容
自営業講師の職業等

平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日実施期間
４年対象学年

１５時間 平均１コマ合計授業時間数 （週コマ数）
1,目的・経緯

（１）地域に古くから伝わる伝統芸能にふれ、体験する活動を行うことで、伝
統の素晴らしさや地域の良さを再認識し、継承していくことの大切さを学
ぶ。

（２）本校では、平成１３年度より総合的な学習の一環として、この地域に伝内
わる芋生神楽を学ぶ学習を行ってきている。しかし、教師だけでは知識不

、 、 。 、足 経験不足もあり 十分な指導を行うのは難しい状況にあった そこで
専門的な知識を持つ指導者に協力をお願いすることになり、現在残ってお
られる芋生神楽指導者２人のうち１人が今回依頼した講師であった。

神楽の保存、後継者育成に情熱を傾けておられ、本校出身で孫が在籍し
ていることもあり、学校に対する理解も深く、大変協力的であり、平成
１３年度から現在に至るまで講師をお願いしている。

2,具体的教授内容・活動実績
（１）具体的教授内容

○芋生神楽の歴史についての説明
・肥後神楽の系統を踏んでいることと発祥した時代
・神楽奉納の目的、時期、場所等
・各集落における神楽のあり方と今昔
・今後の芋生神楽のあり方と問題点

○実演（舞と踊り）
①舞方容

・舞の教科書の見方
・舞方の練習
・実演ビデオを見ながら太鼓の練習

②踊り方
・栄の舞、乙女の舞
・ビデオや鏡を見ながら練習

○衣装の着方
（２ ）活動実績

○町の神楽発表会に参加
○学習発表会で全校児童、保護者、地域の方々に発表をする。

3,教科担任・学級担任との分担方法
学級担任は、教務主任とＴＴを組み、事前に講師と打ち合わせを行い、芋生神

楽についての調べ学習を実施する。実技指導の際は、Ｔ２として児童の指導にあ
たる。全指導時間の内容については、指導開始前に綿密な打ち合わせを行い、
練習後に次時の打ち合わせを行い、少ない時間を有効に活用するよう配慮する。

4,効果・課題
学習発表会では、自信にあふれ生き生きとした表情で舞い、踊り、太鼓を演奏

する児童の姿が見られる。神楽の練習はけして簡単なものではないが、活動をと
おして自分たちが地域の一員であり、守り引き継いでいくことの大切さを実感とし
て感じるようになってきている。地域の方々や保護者の皆さんからの感想にも、地
域の伝統を守り育てている事への激励をいただいている。

今後の課題としては、現在の指導者が２人だけという状況からも伺えるように、
後継者育成も考えながら、長いスパンで活動を行っていく取組を工夫していく必
要がある。

5,その他
第４学年の１年間の取組に終わらないように、音楽室には太鼓やビデオ等を

置き、休み時間など学年を問わず、興味のある児童は練習をしていくような環
境づくりを現在準備中である



熊本県 小学校都道府県名 学校種

総合的な学習の時間 伝統芸能担当する教科等 該当領域

虎舞教授内容

虎舞保存会講師の職業等

平成１５年５月～平成１６年３月実 施 期 間

１年～６年対 象 学 年

年間１４時間合計授業時数

１，目的・経緯

自分たちの住む地域を知り、地域に誇りをもった児童の育成をめざして「総

合的な学習の時間（地域学習 」の地域教材として、校区に古くから伝わる伝）

統芸能「虎舞」を地域学習の一環として取り入れたいという本校の願いと 「虎、

舞」を継承させていきたいという虎舞保存会の方々の願いが一つになり、演技

指導を依頼することになった。内

２，具体的教授内容・活動実績

「虎舞」は４つの演目からなり、１・２年生が「壁塗り 、３･４年生が「お」

膳舞 、５・６年生が「地舞 「玉取り 「お囃子」を担当しており、それぞ」 」、 」、

れの演技指導を虎舞保存会にお願いしている。 活動実績としては、地域行事へ

の参加や、老人介護施設や他地域との交流会等で披露している。

３，教科担任・学級担任との分担方法

各演目の担当や各学年担任が全体的な学習を進め、虎舞保存会に細かな舞の

演技指導をしてもらっている。また、虎舞披露の際、低学年女子児童の着物の

着付けや道具の修理等もしていただいている。

４，効果・課題

職員では気付かない講師の方々のきめ細かな舞の演技指導により、年々児童

の演技が上達すると共に、本校の「虎舞」を知る地域の方々も増え、保存会の

方々や「虎舞」を見られた方々から賞賛の言葉を戴き、自信をもって舞やお囃容

子を披露する児童の姿が見られるようになっている。また、講師の方々が舞を

大切にされ、温かく見守ってくださる心が児童に響き、感動する豊かな心が育

ってきている。

課題としては、今後、地域で伝承芸能として継承していく体制づくりや、活

動のための諸経費をどのように確保していくかなどの問題がある。

５，その他

本校の取組が地域や学校の誇りとなってきており、地域や保護者の方々から

も熱心に応援していただいている。今後も、虎舞保存会の方々や保護者、地域

の方々と協力・連携して、地域の伝承芸能を継承し地域を愛し誇りをもつ児童

を育成していきたい。



都 道 府 県 名 香川県 学   校   種 小学校 

担当する教科等 総合的な学習の時間  該 当 領 域 伝統工芸  

教 授 内 容 盆栽 

講師の職業等 造園業 

内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

容 

実施期間     平成１５年４月２１日 ～ 平成１６年２月２０日 

対象学年     第３学年 

合計授業時間数  ６時間／年 （２時間×３日） 

 

１ 目的・経緯 

本町は年々人口が増加し，郊外の住宅街としての生活環境が着々と整備され，目を見張るほどに発展を

遂げている。昭和３０年に町が誕生した時には，約１万人であった人口も，現在では約２万４千人になり，

世帯数も約４倍に増えている。また，年齢層も１５歳未満の子どもの占める割合が，県内で一番多く，若

い活気あふれる町であると言える。 

このような実態を考慮し，子どもたちが，自分たちの町を誇りに思い，愛情をもってふるさとを実感で

きるようになってほしいという願いのもとに，それまで第３学年の社会科の地域学習で学んできた地域の

大切な産業の盆栽を，平成１０年度から総合的な学習の時間（本校では，「あかもん学習」と呼ぶ。）の中

で学習材に取り上げ，第３学年で体験を通した学習を行っている。 

 

２ 具体的教授内容・活動実績 

   ６月２６日(木) ・盆栽に関する基本的な説明 

           ・本町における盆栽の歴史等の講話 

  １１月１８日(火) ・一人一鉢の盆栽「五葉松」の針金かけや剪定の指導 

   ２月１８日(水) ・「盆栽発表会」に向けての指導助言 

 

３ 学級担任との分担方法 

  役割分担については，学級担任が中心となり，計画を立案し，事前に協議・調整をした。 

学級担任の役割 

   ・あかもん学習の全体計画を立案し，特別非常勤講師と事前に指導内容について協議・調整をした。

・学習の展開に当たっては，児童に盆栽を学習材として取り上げることを知らせ，事前に保護者や近

所の方から盆栽について取材をすることにより興味・関心を高めたり，学習の成果を学習発表会で

２年生や保護者・地域の方に発表するための調べ方や表現方法について指導を行った。 

  特別非常勤講師の役割 

   ・地域に住む専門家だからこそ語ることのできる盆栽づくりの秘訣についての講話や児童の疑問に答

えていただくなど，学習発表会の内容について指導していただいた。 

   ・盆栽づくりに対する思いを，実技指導を通して伝えていただいた。 

 

４ 効果・課題 

  児童は，幼い頃から盆栽をよく目にしてきたが，知らないことばかりであった。しかし，この「あかも

ん学習」を通して，一人一人が自分の盆栽を育てたり，盆栽づくりに携わる地域の人々の苦労や工夫・努

力等について学んだりする中で，伝統を受け継いでいくことの難しさや素晴らしさに触れ，盆栽を我が町

の自慢だと感じるようになってきた。 

  ただ，盆栽についての児童向けの資料がほとんどなく，集めるのが困難であるので，本特別非常勤講師

のような分かりやすい講話や具体的な実践指導が今後とも必要であると考えている。 

 

５ その他 

  本年度までは，盆栽を取り上げ，町を誇りに思い，愛情をもってふるさとを実感できる児童の育成に取

り組んできたが，次年度からは，盆栽のみならず，本町ゆかりの昔話や隕石・草木を学習材に取り上げ，

広く郷土に目を向けさせたいと考えており，人材確保にも努めたい。 



都道府県名 福井県 学校種 小学校
担当する教科等 総合的な学習の時間 該当領域 異文化理解
教授内容 英語活動
講師の職業等 自営（英会話教室） ４６歳

実施期間 平成１５年５月１日～平成１６年３月１９日
対象学年 第３・４学年
合計授業時間数 年間１５時間

1, 目的・経緯
本校では、コミュニケーション能力の育成と異文化理解を図ることをめざして総合

的な学習の時間を活用し、英語活動を第３～６学年において年間３３時間をめどに
実施してきた。本講師１名の他に３名の留学生や１２名の保護者ボランティア等の外
部講師の協力により、各学年とも毎時間ごとに学級担任と外部講師によるＴＴ指導
で英語活動を実施してきた。本講師（保護者、イタリア人）には、主に第３・４学年の
担当を依頼するとともに、英語の正しい発音やイントネーションの指導を特にお願い
した。また、外国の生活や習慣について話しをしてもらった。

本校では、学級担任と外部講師とのＴＴ方式により、日常生活に関連する内容（挨
拶、毎日の健康観察、買い物ごっこ等）について英語を用いてコミュニケーション活
動を行うような英語活動を進めることにより、単に楽しみながら英語活動に親しめる
ようにするだけでなく、必然性のある英語活動をめざした指導ができるように努めて
いる。

内
2, 具体的教授内容・活動実績

【３・４年指導テーマ】
○あいさつをしよう（各１時間） ○クリスマスを楽しもう
○すき？きらい？（各１時間） （各１時間＋集会１時間）
○もうすぐ夏休み（各１時間） ○日本のお正月遊びをしよう（各１時間）
○たん生日をいわおう（各１時間） ○ぼく・わたしの家族（各１時間）

本講師にはできるだけクイズやお買い物等の輪の中に入ってもらい、できるだけ
多くの英語を使って話したり、難しい英語の意味をジェスチャーなどを用いて繰り返
し説明してもらうことで、英語で話す楽しさを児童に味わわせた。

外国の生活の様子や文化・行事について、具体的に分かりやすく話をしてもらっ
たり、発音やイントネーションなどの指導もできた。

「買い物ごっこをしてツリーの飾りをつくる」という目標を立てて、計画的に数、色、
形の英語学習をした後に、普段の学校生活で繰り返し使うことで、十分に理解され
た。ハロウィン等の外国の行事も取り込み、楽しい活動に発展させることができた。

3, 教科担任・学級担任との分担方法
容 学級担任が指導計画を作成して指導を進め、講師がアシスタント役を務めた。児

童が活動時に使う英会話のモデルを、学級担任と講師で示した。
単語の発音練習は講師が行い、児童の活動の中に学級担任と共に英語を使って

積極的に加わり学習意欲を高めるようにした。授業の終わりには、講師が評価を行
い、次時への意欲づけを行った。

4, 効果・課題
児童は、講師にアシスタントとして授業に加わってもらうことを楽しみにしており、

普段より意欲的に活動に取り組む姿が見られた。また、笑顔や興奮した声が上がり、
英語を話すことへの抵抗が和らいでいった。

１時間ごとの活動内容について、学級担任との細かい打ち合わせが必要になって
くるが、その時間がなかなかとれないことが多かった。機会ある毎に話をしたり、授業
を進めたりしていく中で、チームワークや信頼関係を築くことが大切である。

5, その他
講師が不在のときの工夫として、学級担任と講師の英会話の様子をＶＴＲに収め、

児童に視聴させた。前時に講師と担任が英語で話している映像に興味深く視聴して
いた。次時に、果物、動物、食べ物等の問題絵カードで、ヒント絵カードを用いて難
しい内容でも講師の英語のヒントに耳を傾け楽しげにゲームに参加していた。

英語活動の中に作業や活動が入ると児童は楽しく取り組んだ。また、外国人や英
語に堪能な保護者ボランティアが加わることで意欲も湧いた。



都道府県名 福井県 学校種 小学校
担当する教科等 総合的な学習の時間 該当領域 異文化理解
教授内容 英語活動
講師の職業等 塾講師（出身：フィリピン）

実施期間 平成１５年 ５月 １日 ～ 平成１６年 ３月１９日
対象学年 ５学年
合計授業時間数 年間 ３０時間

1, 目的・経緯
日本や地域文化に誇りをもち，異文化理解，国際社会の一員としてともに生きる資質や態

度を育てるため，総合的な学習の時間の国際理解の領域で英会話を中心とした英語活動を実
施する。

内
2, 具体的教授内容・活動実績（５月～１１月の実績）

月 日 曜 基本表現（テーマ） 児童の主な活動
１４ 水 英語で挨拶・自己紹介をする５ Nice to Meet You.
２１ 水 数字を英語で言うOne Two Three
２８ 水 ’ 自分の国の紹介をするI m from Japan.

４ 水 ？ 年齢を聞いたり，言ったりす６ How old are you
１１ 水 ’ ？ 誕生日を聞くWhen s your birthday
１８ 水 ～ ？ 家族が何人いるか聞くDo you have

９ ２４ 水 世界の国名を英語で言うWorld languages
１ 水 ’ ？ どこで何をしている？１０ Where s mother
８ 水 どんなスポーツが好き？I like soccer.

１５ 水 ’ ？ ～ 英語で尋ね答えるWhat s this This is .
２２ 水 ？ 英語で色や形を尋ね答えるWhat color is it

容 ２９ 水 動物の名前，生息地を言うEndangered Animals
１２ 水 身近な建物を英語で言う１１ My Town
１９ 水 ？ 自分の町を英語で紹介するWhere do you live
２６ 水 ？ 自分の行きたい国を言うwhere do you want to go

3, 教科担任・学級担任との分担方法
学級担任とのＴ・Ｔで学習を進めた。学級担任は学級の実態や児童一人ひとりの個性・特

徴を把握しているので，学習に効果的なペアの組み方やグループ分け，会話への意欲づけや
支援を行うことができた。

4, 効果・課題
昨年にも増して児童の英語への興味・関心が高まり，授業を心待ちにしていた。外国（フ

ィリピン）からいらした先生に接し，直接正しい発音を聞くことや英語表現を使うゲームを
通して，楽しみながら英語活動ができた。

フィリピンの小学校との交流（手紙や作品の交換）でも，児童は積極的な態度で取り組ん
でいた。児童同士でお互いに会話をする活動に大変意欲的に取り組むので，その活動をさら
に多く取り入れたい。

5, その他
， 。児童が英語に慣れ親しみ興味・関心を高めるのに 担任とのＴ・Ｔは大きな効果があった

この実践をもとに，さらに系統立てた活動ができるよう年間計画の検討を行いたい。



鳥取県 小学校都道府県名 学校種

総合的な学習の時間 異文化理解担当する教科等 該当領域

ネパールの文化教授内容

法人代表講師の職業等 NPO

平成１５年５月２１日～平成１５年１２月６日実施期間
第５・６学年対象学年
計４時間（年間時数）合計授業時間数

１．目的・経緯
＜目的＞

ＮＰＯ法人発足者である講師から，ネパールの子どもたちの現状や発足者
の思いについて聞き取る活動や異文化体験を行う中で，異文化理解を深め，内
国際協調の精神の育成をねらいとしている。

， （ ） ，また 奉仕・体験的活動 アルミカン回収・募金活動 をすることにより
社会の一員としての自覚の育成をねらいとしている。

＜経緯＞
昨年度，ＮＰＯ法人となった団体の発足者である本講師は，以前本校の保

護者であった。発足者がネパールを訪れた際，ネパールの子どもたちの生活
環境や学校への通学状況などを知り，ネパールに学校を建てるための活動を
始められた。この活動がきっかけとなり，本校でのアルミ缶回収活動がはじ
まり，現在では鳥取・島根の小学校２１校，中学校１校の活動へと広がって
いる。これらの活動は本年で１０年目を迎え，発足以来４校目の校舎建築へ
と繋がっている。

２．具体的な教授内容・活動実績
①ネパールの子どもたちの現状や発足者の活動への思いを理解させる。

（子どもたちのくらし・通学状況・ネパールの文化体験など）
②現地のネパール人スタッフを招いての交流会を企画・進行する。

・ネパールの子どもたちの現状報告
・ネパールの遊び体験
・サリーの試着
・カレー作り など

３．教科担任・学級担任との分担方法
担任が事前指導として学習の趣旨を理解させ，特別非常勤講師は学年や内

容に応じて直接指導を行う。

４．効果・課題
講師の活動への思いやネパールの子どもたちの現状や文化の違いなどの聞

き取りや体験活動を行う中で異文化理解を深めている。容
また，こうした取組を通して国際協力の精神が育ちつつあり，アルミ缶回

収の意欲付けや社会奉仕の精神を涵養する活動へと繋がっている。
現地スタッフから，直接学校建築の様子や学校へ通えるようになった子ど

もたちの現状報告を聞くことで，自分たちの活動の意義や成果などを実感す
。 ， ，ることができた また 講師をはじめ現地スタッフとともに体験活動を行い

異文化理解を深めることができた。
第５学年「総合的な学習の時間」では，講師の思いや生き方を紹介する番

組作りを行うなど，積極的な活動となった。また，第６学年では 「ネパー，
ルに学校を建てるために」子どもたちによるフリーマーケットの企画・運営
がなされ，実行力をともなった国際協力の精神の育成へとつながった。

５．その他
本年で９年目を迎えることもあり，意識の継続が難しい。今後も，子ども

たちが意欲的に活動を行えるような工夫が必要に思われる。そのためには，
特別非常勤講師の協力を得ながら，学年に応じた異文化理解のためのカリキ
ュラムづくりが必要であると思われる。



鳥取県 小学校都道府県名 学校種

総合的な学習の時間、クラブ活動 異文化理解担当する教科等 該当領域

英語を使ってのゲーム、歌、英語劇等教授内容

英語塾の講師講師の職業等

平成１５年５月８日～平成１６年３月１２日実施期間

３、４、５、６年対象学年

４７時間 主に火、木、金から２時間程度合計授業時間数 （週コマ数）

1,目的・経緯

ゲームを通して英語に親しむとともに、英語の言葉や歌、ゲームなどを通して外国の文化、伝統

に触れ、異文化の理解を深めたり、自国の良さを再発見したりする。講師選定については、校区に

ある英語塾にお願いし、外国人英語講師に指導していただいている。内

2,具体的教授内容・活動実績

○ゲームを通して英語に親しむ活動

・自己紹介

・絵本の読み聞かせ

・英語かるた

・色、数、天気、動作～しましょう ＜単語カードの活用＞

○異文化の理解を深めたり、自国の良さを再発見したりする活動

・国の歴史、国の歌、その国のあそび等の紹介 ＜クイズ形式等を取り入れて＞

・ハロウィンパーティー、クリスマス会の実施、外国のおやつ作り

○英語劇の練習をし、表現力を高める活動（クラブ活動：４年生以上で構成）

・学習発表会での発表のための英語劇の練習

・題「ブレーメンの音楽隊」

3,教科担任・学級担任との分担方法

Ｔ・Ｔによる指導（特別非常勤講師がＴ１、学級担任・クラブ担当がＴ２）

4,効果・課題

○各学年児童とも簡単な挨拶が英語で自然にできるようになってきている。容

○教育活動の幅が広がり、学校生活に活気が出ている。

○クラブ活動の英語劇では、学習発表会「いちょうっ子発表会」で発表の場を与えてもらい、英語ク

ラブ（ハローワールドイングリッシュクラブ）の子ども達の励みとなった。

○特別非常勤講師が学校外部からの指導者のため、英語劇についてはクラブ活動の時間以外は

練習時間がなかなか取れなかった。

○授業内容は特別非常勤講師がリーダーシップをとり、子どもたちの異文化への興味関心が高まる

ような工夫がなされた。子どもの実態や学校行事等との関連などを考慮に入れ、担任や担当者側

からの希望も出しながら事前打ち合わせや相談をしていくと、一層の深まりが期待できる。

5,その他



都道府県名 京都府 学校種 小学校

担当する教科等 総合的な学習の時間 担当領域 英語活動

教授内容 英語によるコミュニケーション能力

講師の職業等 英会話教室講師

実施期間 平成１５年４月１１日～平成１６年３月１６日

対象学年 ３～６年

合計授業時間数 １２６時間 （週コマ数）毎週金曜日各３時間

１．目的・経緯

本校では、国際理解教育を重点の一つとして教育実践を積み重ね、フィンランド校児童・

生徒、外国人留学生との交流、国際交流教室の設置等の取組を推進し、平成３年度に 「国際、

内 理解教育研究発表会」を開催した。

平成13年度から平成15年度まで社会人講師派遣事業の指定を受け、英語に慣れ親しみ、英

語に対する興味・関心を育てるとともに、他国の文化を理解するためのコミュニケーション

、 、 。能力育成をめざして 英国籍の講師を特別非常勤講師として採用し 英語活動を進めている

２．具体的教授内容・活動実績

・ 日常の生活場面に生かせる会話表現を中心に学習を構成する。

・ 児童が自然に英語に慣れ親しみ話せるよう 「歌 「チャンツ 「ゲーム 「ロールプレイ、 」 」 」

ング 「クイズ 「スキット」等の様々な体験的な活動を取り入れる。」 」

・ 社会人講師の発音を児童が繰り返すことにより、英語で会話する感覚を身につける

・ 内容 歌・食べ物・あいさつ・スポーツ・数字・体の部位・場所・動物・季節・月日

曜日・気持ちの表現・天候・行事・動作

３．教科担任・学級担任との分担方法

指導計画策定・教具の準備については 英語活動担当・学級担任があたり 社会人講師 Ａ、 、 （

ＥＴ）から助言を得る。

授業の場面では、社会人講師と英語で対話 「ゲーム」等体験活動のモデル、理解が不充分、

な児童への個別指導等を通して、社会人講師と児童とのコミュニケーションを補助する。

４．効果・課題

、 、社会人講師の発音を児童が繰り返すことにより 英語を話す感覚を身につけることができ

外国の人と話すことに対する抵抗感が少くなった。

他国の知識を、社会人講師から直接聴き、児童が質問することにより、他国の生活・文化

への興味・関心が高まった。

今後、指導内容の系統性について研究を深めるとともに、各時間の指導案をより充実した

容 ものにすることが課題である。

５．その他

平成16年度以降も、英語活動指導事例集を活用し、英語活動指導助手との授業も取り入れ

ながら、本事業の成果を継続する。



三重県 小学校都道府県名 学校種

総合的な学習の時間等 農業体験学習担当する教科等 該当領域

農業体験学習の指導（田植え・稲刈り・収穫祭）教授内容

専業農家従事者講師の職業等

平成１５年６月１７日～平成１５年１１月２７日実施期間

第５学年と第２学年対象学年

１８時間 （ 2H+ 4H）×３週合計授業時間数 （週コマ数） 事前指導 当日

1,目的・経緯

本校は農村部にあるが、駅前開発等による都市化の波が近年著しく、また農家

に生まれながら農業体験のほとんどない児童が圧倒的多数を占めるようになって

いる。内

しかし、町の主要産業は農業であり、米や野菜などが多く出荷されている。そ

のような状況の中で、児童に農業を体験させ地域の産業について考え、今後のあ

るべき姿を追求させたいと考えた。そこで、専業農家として稲作や野菜作りの、

また農業経営や農業実習の経験が豊富で、町青年農業経営者会議の会員で農業振

興に熱心であること、地域子ども会や体育的行事を通じて児童との交流もあり、

地域住民の信望も厚いこと、などから講師を選定することにした。

2,具体的教授内容・活動実績

◎第１週（平成１５年６月１７日(火)２時間、１９日(木)４時間）

(1)6/17(火）｢田植え｣事前指導(２，５年生へ)・・稲の一生、嬉野町の稲の栽培等講話

(2)6/19(木)｢田植え｣体験指導(２，５年生へ)・・手植え実演・実習、田植機実演指導

◎第２週（平成１５年１０月６日(月)２時間、８日(水)４時間）

(1)10/6(月 )｢稲刈り｣事前指導(２，５年生へ)・・嬉野町の稲作、稲刈り方法等の講話容

(2)10/8(水)｢稲刈り｣体験指導(２，５年生へ)・・稲刈り作業(手刈りと束作り)の実演・実習

ｺﾝﾊﾞｲﾝ機械の実演指導

◎第３週（平成１５年１１月２５日(火)２時間、２７日(木)４時間）

(1)11/25(火)｢収穫祭｣事前指導(２，５年生へ)・・餅米と粳米、米のかし方等の講話

(2)11/27(木)｢収穫祭｣体験指導(２，５年生へ)・・餅つきの実演・実習指導、保存食等

3,教科担任・学級担任との分担方法

担任は、社会科や総合的な学習の時間及び生活科の中で、日本の農業や民俗学

的な学習について、課題解決学習など探求学習活動をマクロ的に担当指導し、そ

れを裏付ける実学的な体験・実習活動を地域に基づいてミクロ的に特別非常勤講

師が担当する等、担任と特別非常勤講師が連携を密にし工夫をして行っている。

4,効果・課題

地域教材を指導する際、ゲストティーチャーとして参加を依頼することが多く

、 、なってきているが 専門的な内容を系統性も踏まえて指導していただく場合には

特別非常勤講師として指導していただくと効果的である。講師の日程調整が課題

である。

5,その他

今後も地域に根付いた農業体験活動を継続し、地域の産業に児童の目を向けると共

に地域の方々との交流を深め、生きる力の育成に努めていきたい。



都道府県名 三重県  学校種 小学校 
担当する教科等 総合的な学習の時間 該当領域 地域学習 
教授内容 講話、観察、実習（かき養殖学習） 
講師の職業等 かき養殖場取締役  
内

容 
 実施期間 平成１５年６月３日～平成１６年２月２８日 
 対象学年 ６学年 
 合計授業時間数 １５時間（月：２時間） 
１，目的・経緯 

三重県志摩市磯部町的矢は、かき養殖が盛んで、全国的にも「的矢かき」で有名な地域である。

しかし、児童は、かき養殖の方法やかきの生育について、詳しく知らないことが多い。そこで、

講話や観察・実習を交えながら、子どもたちに自分の身近な地域の産業を詳しく学習させるとい

うことがここでのねらいとなっている。かきの成長の仕方や養殖方法はもちろんのことだが、そ

の中で、かき養殖に携わっている人々の労働の工夫や苦労、喜びを子どもたちが実感することが

重要である。 
特別非常勤講師の方は、養殖場取締役でもある。かき養殖場で働くとともに、かき養殖の研究

にも力を注がれている。その方から、かき養殖方法やかきの生育のことについて詳しく教えてい

ただいたり、実際に子どもたちがかき養殖場に行って実習をさせていただいた。 
かき養殖学習は１５年度で４年目だが、これまでも快く講師を引きうけてもらい、子どもたち

にわかりやすく丁寧に教えていただいた。 
２，具体的教授内容・活動実績 

・ ６月…かき・かき養殖の概要についての講話 
・ ７月…ひおうぎ貝の幼虫観察 
・ ９月…かき掃除と生死の分別 
・１０月…かきの概要について、的矢かき発送の手伝い 
・ １１月…ひおうぎ貝の掃除、かきの稚貝の観察、かきのから探し、かき用かごの掃除    

・１２月…かきの出荷見学 
・ １月…かき掃除、かきむき、かき料理作り 
・ ２月…かき掃除、かきむき 

３，教科担任・学級担任との分担方法 
   事前に打ち合わせをし、かきについての講話や実習などでは、講師の方が中心となって進めて

  もらい、学級担任はその補助にあたる。講話や実習で学んだことを学校に持ちかえり、理解した

事や感想、全体の問題や課題をまとめる作業は担任が行うなど、学級担任との連携を図っている。

４，効果・課題 
   子どもたちはかき養殖について教えてもらい実習をさせてもらう中で、かき養殖の苦労や喜び

が少しずつ理解できてきた。例えば、９月に養殖場の職員の方たちと一緒にかき掃除や生死の分

別の作業をさせてもらった時、子どもたちは、「腰がいたくなる」、「筏の上で気持ちが悪くなる」

などとつぶやき、その大変さが理解できたようであった。その後の感想では、「あんなに大変な

仕事を長時間できるなんてすごいと思う」という感想を書いた子がいた。収穫の時期には、苦労

や工夫から生まれたうれしさも理解できたであろうと考える。 
   課題は、地場産業である「かき養殖業」を学習することを通して、自分たちの生活や学習とい

かに結びつけていくかという、問題意識や課題意識をもたせるということである。 
子ども達が様々な実習の中から得たものをもう一度話し合って、そこからでた問題や課題を持

ちながら次の実習に臨むということが必要になってきているが、それがまだ十分ではない面があ

る。 
５，その他 
   前述したが、今後は、子どもたちが課題意識を持ったうえで、講師の方に教えていただくとい

うことが、さらに重要になってくる。そのためには、教えてもらったこと、実習で得たことを、

整理しながら、子どもたち同士が交流できる場をもっと多くもちたいと考えている。 

 



都道府県名  佐賀県  学校種  小学校  

担当する教科等  総合的な学習  担当領域  農業  

教授内容  米作り  

講師の職業等  農業（７４歳）  

内  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

容  

 実施期間  平成１５年６月１９日  ～  平成１５年１１月１日  

 対象学年     ５年  

 合計授業時間数  ４時間          

 

１．目的・経緯  

  平成２年より毎年、米作りについて本校で指導をしてもらっている。  

  専業農家として、長年米作りに従事し、経験を通して専門的な米作りに関

する知識が豊富であり、実技指導をしてもらったり工夫・苦労等を児童にと

ってわかりやすく話したりしてもらう。  

２．具体的教授内容・活動実績  

 ・田植えの仕方・実際の指導・稲刈りの仕方・実際の指導  

３．教科担任・学級担任との分担方法  

  担任と講師が活動に向けて綿密な打ち合わせをする。それに基づいて、講

師が講話や実際の指導をどのように行うかを計画する。それから、担任が児

童に事前指導を行う。その後、実際の活動場所に赴き、講師の講話の後、実

際の活動に入る。  

４．効果・課題  

 ・専門家と共に体験的活動を行うことを通して、米作りの具体的な作業・工

夫・苦労等を共感的に学ぶことができた。  

・  環境に対する豊かな感性と見識を持つ児童の育成につながった。  

・  年 間 を 通 し て 講 師 と の 交 流 が で き る よ う な 計 画 を た て る よ う に 考 え る こ

とも大切だと考える。  

５．その他  

  体験を通して学ぶことは、机上で学ぶこと以上に、児童にとっては共感的

に学ぶことができる。また、自分の生き方を考えることでも非常に意義のあ

ることである。よって、児童に体験を通して学べるような機会を設定してい

くことが重要なことだと考える。  
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